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N ational Institutes of Health (国立寄生研究所， 
NIH)は，アメヲカはお論，今日，世界でも有数の生物
医学薪究センターの一つで、ある。 NIHの運営および組
織を諦撤してみると，この研究所の動きそのものが，ア
メリカの生物医学研究の一つの方向性を示しているよう
にI~える。
この NIHは， 1887年;こニューヨークにある衛生研究
所の一室よ予，その歴史が始ま予，現在は，ワシントン 
D. C. よ予約12マイル効外にあるベセスダに， 123万平
方メートノレの敷地を持ち， 50以上の建物を擁する豆大な
研究第設に育ってきた。ここに， 11の研究所 (National 
Cancer Institute，National Eye Institute，National 
Heart，Lung，and Blood Institute，National Institute 
of Allergy and Infectious Diseases，National Institute 
of Arthritis，Metabolism，and Digestive Diseases， 
National Institute of Child Health and Human Dev司 
elopment，National Institute of Dental Research，Na-
tional Institute of Environmental Health Sciences， 
Nationa Institute of General Medical Sciences，Na-
tional Instiitute of Neurological and Communicative 
Disorder and Stroke，National Institute on Aging)と 
4つの局 (Divisionof Computer Research and Tec-
hnology，Dvision of Research Grants，Division of 
Research Resources，Division of Research Services)， 
さらに， 546床のベット数を持勺臨床センターと， 世界
最大の規模を誇る医学函書館とが併設されている。もう
一つの輿味ある描設は，フォガティー国際センターであ
る。このセンターは，人類の韓農は，あらゆる国家，民
族，地理的条件をも乗り越えて，我々に共通した大きな
課題である，という考えに基き， 1968年に開設された。
このセンターの目的は，軍学研究の交流を世界的に広め
ることで島孔外国人研究者に，より高度の科学教育お
よび研究をする機会を提供している。これまでに，多く
の日本人研究者が，このセンターの世話によ担， NIH 
で研究に従事してきた。現在， NIHには博士号を持つ
研究者は，約2300名にのぼ!)，そのうち，日本人研究者
は約150名である。
アメリカ敦府を背景として，このような巨大な研究施
設となった NIH辻，アメリカの色の軒究所に見られな
い，幾つかの特徴を持っている。一つは，基礎医学分野
での研究を推進する一方において，臨沫センターを許設
し，基礎医学研究を藷床医学に有機的に結びつけてい
る。 NIHに入院してくる患者は，一般の患者ではなく，
基礎塁学研究で得られた需報をラ臨床塁学に応用してい
くための鵠床医学研究に，彼らは協力している。毎年， 
4000人以上の患者が，全米は勿論，世界各国よ!J， NIH 
iこ集まって来る。 
NIHは， 昌三の研究所の研究費のみならず，アメヲ
カ政府機関と関係の無い国内および国外の大学，医科大
学，病院，研究所などに対して，研究費の援助を行って
いる。これらの費用には，若い研究者を養成するため
の教育費も含まれている。たとえ試¥ 匡立ガン研究所 
(National Cancer Institute: NCI)では， 1980年震に
おCI内の研究費として約 144，000，000ドル(約 300偉
丹)， 外の研究施設に約 804，555，000ドル(約1770億円〉
が計上された。これは， NCIのみの研究費であり， こ
れから推して NIH全体の研究費の規模の大きさに驚か
される o NIHで動く研究者は，研究費を申請する必要
がなく，研究費は上述の予算から賠われる。毎年，研究者
は，仕事の成果を設府に報告する義務を負い，その都度，
研究者としての資格を審査される。このように， NIH 
の研究者は，研究費の申請に煩わされることなく，ま
た，也大学に見られる診療，教育という義務からも解放
されている。
もう一つの NI廷の役割は，アメリカでの研究許容規
準を設定することである。すなわち，未知の分野を開拓
するにあたり，巨的に反して生物に障害となるような結
果をもたらさぬように，研究方法に一つの基準を設けて
いる。最近で詰，遺伝子工学の研究許容規準が， NIH 
より発表された。
以上述べてきたように， NIHは，アメリカに於ける
生物医学研究の一つの要として組織され，アメリカ国内
に於いても研究所として，特異な寄在として完成されて
きた。
さらに，私の所属する NCI，代謝研究部 (Metabo・ 
ism Branch) を例にとって，話を進めたい。 NCIは 
1937年に設立され， Division of Cancer Biology and 
Diagnosis，Division of Cancer Treatment，Division of 
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Cancer Cause and Preventionの 3つの部門に分かれ，
各部門は， さらに幾つかの単位より構成されている。 
Division of Cancer Biology and Diagnosis 辻，大きく
基礎医学研究と臨床医学研究より成り，臨床医学研究の
ーっとして，私の属している代謝研究部がある。代謝研
究部の主任は， Dr. Thomas A. Waldmannであり，
後は，免疫不全症候群の病因を， T紹抱， B細胞および
マクロファージの細麹間相互作用の面から解明し，ヒト
の免疫学の分野で世界的に名が知られている。ここのス
タッフとして， 28名の研究者， 18名のテクニシャンと 3
名の秘書が働いている。研究者は， 1名を除いた27名が
医障であり，ほとんどは舟科医か小児科医である。この
ように，医師が多いのは，代議f研究部が病棟を持ち，主
にヒトを対象とした研究を進めていることによる。アメ
リカでも，一部の有名大学を除いて，医師が基礎的研究
分野と寵床軍学分野の二つに携ることは，容易でないo 
NI廷のように，続究のための患者のみを集め，研究に
重点を量きながら，臨床的にも疾患を検討することがで
きるのは，アメジカでも少ないケースである。代請す研究
部の大きな研究テーマは， ガンの発生機序の解析であ
孔腫蕩紹抱に対する免疫藍槙機講を含めて，広く免疫
窓答言層部機構の解明に焦点を当てて，研究が進められて
いる。 
NIHの研究者辻，大変;こ恵まれた環境下で、研究を進
めてお宮，この背景として，豊富な研究費と研究所の効
果的な組織化が考えられる。 NIHのように，あらゆる
生物医学分野の研究部門が，ーカ所に集中し，各分野が
謹めて有機的に研究を桔互に進めている研究形態は，研
究分野がますます細分化し 各分野の密接な研究協力がp
重要とえEってきている今日において，さらに必要になっ
てきている。そして，基礎医学研究の分野から，重要な
研究成果が報告されるにしたがい，日本においても， 
NIH Iこ見るように，基礎医学研究と臨床医学研究の接
点となるような研究撞設が設立され，有機的に運営され
ることが切望される。
